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Abstract　 The 　Inushibetsu−gawa 　area 　in　the　Sorachi−Yezo　 Belt
，
　Hokkaido

，
　is　 occupied

mainly 　by　the　Horokanai 　 ophiolite 　and 　Upper 　Jurassiσ一Lower 　Cretaceous　sedimentary

strata ．　The　upper 　part　of　the　Horokanai　ophiolite 　is　assigned 　to　the　lower　part　of　the

Sorachi　GrQup．　The 　sedimentary 　strata 　fdrm　the　upper 　part　of　the　Sorachi　Group 　and 　the

Lower 　Yezo 　Group ．　The 　 upper 　part　 of 　the　Sorachi　Group　is　made 　up 　of　volcanogenic

sandstone ／siltstone ，　tuff　and 　green 　shale ．　The 　Lower 　Yezo　Group　comprises 　altemating

beds　of　sandstone 　 and 　black　 shale 　 with 　 ac 呈d　tuff　 layers．　 Foss｛1　 evidence 　 and 　field

observations 　suggest 　that　the　upper 　part　of　the　Sorachi　Group　conformably 　overlies 　chert

of　the　Horokanai 　ophiolite 　and 　is　overlain 　conformably 　by　the　Lower 　Yezo　Group．

　　Geochemical 　 signatures 　 and 　 a　 m 至croscopic 　 exam 至nation 　 of 　sandstone ，　 tuff　 and

clino −pyroxene　fragments　in　sandstones 　are 　indicative　of　vigorous
，
　andesitic 　to　basaltic

volcanisrn 　in　the　provenance 　area 　from　which 　the　upper 　part　of　the　Sorach量Group 　were

derived．　The　provenance 　area 　must 　have　been　an 　Early　Cretaceous　volcanic 　zone ，　the　Rebun
−Kabato 　subbelt 　in　the　Oshima　Belt，　Orl　the　other 　hand，　the　sandstones 　of　the　Lower　Yezo
Group 　 are 　considered 　to　have　been　derived　from　 a　provenance 　area 　composed 　of　older

sedimentary
，
　granitic　and 　volcanic 　rocks ．　The 　lithological　features　of 　the　provenance 　area

of　the　Lower 　Yezo　Group 　correspond 　to　those　of　the　Oshima 　Belt　which 　is　constructed 　of

Jurassic　accretionary 　complex
，
　and 　Early　Cretaceous　granitic　and 　volcanic 　rocks ．　The

above 　mentioned 　results 　 indicate　that　a 　broad　upheaval 　 of　 the　 Oshima 　 Belt　 took 　 place
concurrently 　with 　the　shifting 　of 　depositional　stages 　from　the　upper 　part　of 　the　Sorachi

GrQup　to　the　Lower　Yezo 　Group．

Kay　words ： Sorachi−Yezo　Belt，
geochemistry ，　arc 　volcanismSorachi

　 Group，　 Lower　Yezo　 Group，　 modal 　 composition ，
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　岩相や年代 ， 推定さ れ る造構場 な どの 相違 に 基 づ

き ， 北海道 の 中生界 は西 か ら東 に 渡 島帯 ， 空知
一
蝦

夷帯 ， 日高帯 ， 常呂帯 ， 根室帯に 区分 （Fig，1）され

て い る （君波 ほか ，
1986）．犬牛別川 地域 は ， 空知

一

蝦 夷帯 に 属 し，旭川 の 北 方約 40km
， 幌加内 の 東 方

10km に位置す る．空知 一蝦夷帯 は ， 空 知層群 や 蝦夷
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Fig．1．　Index　map 　showing 　the　Inushibetsu−gawa 　and 　Chiroro　areas
，
　and 　tectonic　divisions　of

Hokkaido．1：0shima　Belt，1’；Rebun−Kabato　subbelt ，　II：Sorachi−Yezo　Belt
，
　III： Hidaka　Belt，

IV：Tokoro　Belt，　V ：Nemuro　Belt，　Sa：Sapporo，　Hi：Hidaka，　As ：Asahikawa ，　Ho ：Horokanai，　Ob ：

Obihiro，　Mo ；Monbetsu ，　Ab：Abashiri，　Ku ：Kushiro．

累層群か ら主 に 構成さ れ ， 神居古潭変成岩類 や日高

西縁緑色岩を含む．犬牛別川地域 と そ の周辺 は ， 幌

加内オ フ ィ オ ライ トが 典型 的 に 分布す る 地域 と し

て著名で あ る．Asahina ＆ Komatsu （1979）は，こ の

地域 に お い て オ フ ィ オ ラ イ ト ・シ ーケ ン ス の存在を

報告 し た．ま た ， 石塚 （1980）や Ishizuka（1981）は ，

こ の オ フ ィ オ ラ イ トの 岩質的特徴や 化学組成を 詳

細 に 検討し た．こ の オ フ ィ オ ラ イ ト・シ ーケ ン ス は ，

全層厚が約 5km と推定さ れ て お り， 下位 よ り基本

的 に 次 の 層序 を示す ：ハ ル ツ バ ージ ャ イ ト， ダナイ

ト， 輝岩，塊状角閃岩，層状角閃岩，玄武岩質塊状

溶岩
一

ハ イ ア ロ ク ラ ス タ イ ト
ー

凝 灰岩の複合体 ， 玄

武岩質枕状溶岩，放散虫 チ ャ
ー

ト（石塚 ，
1980）．高

圧 型 変 成 岩 類 を 構 造 的 に 覆 う（Asahina ＆

Komatsu
，
1979；石塚 ，

1980）幌加 内オ フ ィ オ ラ イ ト

の岩相や化学的特徴 ， 変成作用 は，これ まで に 詳細

に検討さ れ て い る が ， これ に累重す る地層の 層序や

特徴 は ま だ十分 に 明 らか に さ れ て い な い ．超塩基性

岩や 角閃岩 を除 い た 幌加内オ フ ィ オ ラ イ トの 上 部

は，
こ の 上位 に重 な る堆積層 とともに

一
般に 空知層

群 に 含め ら れ て い る。そ し て ，空知層群は，下部蝦

夷層群 に よ り覆 わ れ る．こ の 地域 に お け る 空知層群

と下部蝦夷 層群 との 関係 は， 不整合 とされ て い る

（猪木ほ か ， 1958）．

　本論で は ， オ フ ィ オライ トに累重す る空知層群の

岩相 的特徴 や 化石年代，空知層群 と下部蝦夷層群 と

の層序関係， 両層群の砕屑岩組成等に つ い て報告す

る．また，これ らの 検討結果 に 基づ き，オ フ ィ オ ラ
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臘 ・澀 ・  ・圏 ・鬮 ・一・一 ・‡
Fig．2．　Geologic　map 　of　the　Inushibetsu・gawa 　area 　and 　local｛ties　of　radiolarians ．1−2二Lower　part

of　the　Sorachi　Group （1： greenstone ，2：chert 　with 　tuff），3； Upper　part　of　the　Sorachi　Group

（volcanogenic 　sandstone
−siltstone ，　green 　shale ，　tuff），4；Lower　Yezo　Group （turbidite　and 　thick

bedded　sandstone ），5：Tertiary　system （sandstone ），6：fault，7：folding　axes ．

イ ト に累重 する 地層の 造構場 や後背地 の性格 に つ

い て も議論 す る．

地 質

　調査地域 に は，蛇紋岩 ， 角閃岩 ， 変玄武岩 ， 枕状

玄武岩，ハ イ ア ロ ク ラ ス タ イ ト， チ ャ
ート， 上部 ジ ュ

ラ系
一
下部白亜系砕屑岩類 ， 新第三 系砕屑岩類が 分

布す る （Figs．2
，
3）．蛇紋岩 か らチ ャ

ート ま で は ， 幌

加内オ フ ィ オ ラ イ トの 構成物で あ る．上 部ジ ュ ラ

系
一
下部白亜系砕屑岩類 は ， 空知層群 の

一
部 と下部

蝦夷層群で あ る．新第三 系は ，
二 枚貝化石 を含む 砂

岩か ら構成さ れ ， 周辺 の 地層 と は断層関係 で あ る．

1．空知層群

　調査域の 空知層群 は ， 下位よ り次 の 3 つ の 岩相層

序 ユ ニ ッ ト に 区分 され る ：玄武 岩
一

ハ イ ア ロ ク ラ

ス タ イ ト， チ ャ
ー ト， 火 山岩 源 砕屑岩 （Fig ，3）．こ れ

ら 3 つ の ユ ニ ッ トの 接触関係は ， 野外に お い て は確

認 さ れ な い が ， 構造的に それぞれ整合的 で あ る．本

論 で は， 幌加 内オ フ ィ オ ラ イ トの 上部を構成す る前

二 者 を空 知層群下部 ， 後者を 空 知 層群上 部 と す る．

A ．玄武岩
一

ハ イ ア ロ ク ラ ス タイ ト

　塊状 玄武岩や枕状玄武岩 ，
ハ イア ロ ク ラ ス タイ ト

か ら構成 さ れ る．陸源砕屑岩は ， ま っ た く含 まれな

い ．枕状玄武岩 は ， 発泡構造 を示 さ ず，か な り深 い

海底 で 噴 出 した と推定 され る．化学組成 は， こ れ ら

が 海嶺起源 の 玄武岩 で あ る こ と を 暗示 し て い る

（lshizuka， 1981）．本 ユ ニ ッ ト中 に は長径数 m に 達

す る 赤色チ ャ
ートの レ ン ズ が ま れ に 含 まれ る．

B ．チ ャ
ー ト

　本 ユ ニ ッ トは，赤色や 緑色 の 塊状 も し くは層状の

チ ャ
ー トお よ び チ ャ

ート様岩石 か ら構成 さ れ ， 五線

沢下流部南方の 尾根 に 沿 っ て 分布す る。露頭は非常
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Fig．3。　Generalized　stratigraphic 　sequence 　in
the　 Inushibetsu−gawa 　 area 　 and 　 sampling

horizons　for　the　radiolarian 　analysis ．1：

greenstone，2：chert 　with 　tuff，3：green 　shale ，
4： tuff，5： alternating 　beds　of 　volcanogenic

sandstone 　and 　green　shale 　with 　tuff
，
6；black

or　greenish　black　shale ，
7−9：alternating 　beds

of　sandstone 　and 　black　shale （7；sandstone 〈

shale ，8 ： sandstone ≠ shale ，9： sandstone ＞

shale ），
10：slump 　beds，11：thinning　upward ，

12： thickening 　upward ．

に少 な い が ， 各所で多 く の チ ャ
ート転石 を確認 で き

る．本 ユ ニ ッ トの 厚 さ は
，
50m 程度 と見積ら れ る が ，

典型的な赤色層状チ ャ
ー

トはわず か で あ り， か な り

の 部 分 が 細 粒 な凝 灰岩 と そ れ に 少量伴 わ れ た

チ ャ
ートと推定 さ れ る。本ユ ニ ッ ト とそ の 上 ・

下位

の ユ ニ ッ トと の 接触関係 は， 今 回 の 調査 で は確認で

きなか っ た．しか し， 石塚（1980）は ， チ ャ
ー

トと玄

武岩一
ハ イア ロ クラ ス タイ トと が整合漸移関係 に

あ る と し て い る。尾根付 近 に 分布す る 赤色 チ ャ
ート

の 転石 か ら は ， 多 くの放散虫化石 が 発見 さ れ る．

C．火山岩源砕屑岩

　本 ユ ニ ッ トは ， 火 山岩源砂岩・
シ ル ト岩，凝灰岩，

緑色（珪質）頁岩，黒色珪質頁岩等 か ら構成 さ れ る．

本 ユ ニ ッ ト中に は ， 通 常の 黒 色頁 岩 は観 察 され な

鋤O
」

冒4
A

0　　　　　　　 5M
一

Fig．4．　Lithologic　succession 　of　volcanogenic

sandstone ／green　shale 　couplets 　in　the　upPer

part　of　 the　Sorachi　 Group　（see 　Fig．2for

location）．　1： coarse 　to　fine　grained　vo1 −

canegenic 　sandstone ，2： green 　siltstone
， 3：

siliceous 　green 　shale ，4： alternating 　beds　of

siliceous 　green 　shale 　and 　siliceous 　black
shale ．

い ．全層厚 は ， 約 300m で あ る．本 ユ ニ ッ トの 下部 は，

緑色珪質頁岩か らな る．ま た ， 中 ・上 部は ， 火山岩

源砂岩 と緑色頁岩 との 互 層 お よび凝 灰岩 か ら構成

さ れ る．中・上部は ， 全体 と して 上方 に 細粒化 す る．

　火 山岩 源砂岩 ・緑色頁岩互 層の 1 セ ッ トの 厚 さ

は ， 10cm か ら 20 数 m で ある．火 山岩源砂岩 は ，

一

般に明瞭な級化 を 示 し，厚 い もの で は ユ5m に 達す

る．厚 い 火 山岩源砂岩／緑色頁岩 セ ッ トは，上 方細

粒 化す る 本 ユ ニ ッ ト申・上部の下部に卓越 し ， 1 セ ッ

ト内の 上 方 に 向か っ て 規 則 的 な岩 相変 化 を示 す

（Fig．4A ・B ）．　 Fig．4A を例 に す る と， こ の 岩相変

化は 上 方 に 向 か っ て 次 の と お りで あ る ：粗〜細粒

砂岩 ， 緑色 シ ル ト岩 ， 緑色珪質頁岩，緑色珪質頁岩 ・

黒色珪質頁岩互層．シ ル ト岩や珪質頁岩は ， し ば し

ぼ多 くの放散虫化石 を含む．砂岩は，新鮮 な場合に

は黒色や緑色 を呈 し て い る が ， 多 くの 場 合風化 し て

お り，茶色で あ る．極粗粒砂岩 中 に は多 くの 火山岩

岩片や有色鉱物が肉眼で観察さ れ る．犬牛別川東岸
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の 道路 沿 い の 露 頭 に お い て は，再結 晶 し た 白色の

チ ャ
ート レ ン ズ 2つ が 級化層中に観察さ れ る．両 レ

ン ズは ， それぞれ長 さが 2m 程度 で あ り，級化 した砂

岩部 の 上部 に 含 ま れ る．チ ャ
ート レ ン ズ を含 む 中

〜 細粒砂岩は ， 弱 く成層 し て い る。こ れ らの事実は ，

チ ャ
ー トレ ン ズが堆積物 重力 流 に よ り運搬 された

こ とを示 して い る．

　本 ユ ニ ッ ト は ， 厚 さ数 cm 〜 3m の 凝灰岩層 を し ば

し ば挾在す る．凝灰岩の多 くは， 深緑色 を呈 し，シ

ル トか ら細粒砂 に か けて の 粒径 で あ る．凝灰岩は ，

少量 の 石英，長石，単斜輝石，角閃石お よ び黒雲母

を伴 っ た 火 山ガ ラ ス か ら構成さ れ ， 典型 的な ビ トロ

ク ラ ス チ ッ ク組織 を示す．本 ユ ニ ッ トの 最上 部 に

は， 厚 さ数 cm の 粗 い （極粗粒砂〜細礫）石質凝灰岩

が挾在 さ れ る．こ の 石質凝灰岩は ， 安山岩質 岩石片 t

長石， 単斜輝石 ， 石英 ， 角閃石等 の 粗 い 粒子 か ら構

成され ， 基質 に極めて 乏 しい ．こ の 凝灰岩の存在 は ，

本ユ ニ ッ ト堆積場の す ぐ近 傍 に火山活動が あっ た

こ と を 示 し て い る の だ ろ う．

2．下 部蝦夷層群

　空知 層群 と下部 蝦夷層群 と の本地域 に お け る 層

序関係は，不整合 と さ れ て い た（猪木ほか ，
1958）．

しか し ， 後に 述 べ る よ うに，我 々 の データ は こ の 関

係が整合で ある こ と を示 して い る．下 部蝦夷層群

は，酸性凝灰岩を伴 っ た砂岩 と黒色頁岩 との 互層か

ら構成さ れ る。砂 岩 の 多 くは級化構 造 の 発達 し た

タ ービ ダイ トで あ る．本層群 の 上 限 は ， 調査域で は

確認 されな か っ た ．本層群の 層厚は ，
300m を越 え

る．調査域の下部蝦夷層群 は ， 全体 と して 上 方粗粒

化 す る．本層群中の 砂岩は，灰白色を呈 し て お り，

外観 の 相 違か ら 空知層群中の 砂 岩 と は容 易 に 区別

さ れ る．犬牛別川東岸の 道路 沿 い で は， 黒色頁岩 中

に厚 さ 1m 程度 の 細粒な酸性凝 灰岩層数枚を含む層

準 が確認 さ れ る．凝灰岩 は ， 空知層群中の それ と は

異 な り， 白色を呈 し て い る．

3．空知層群 と下部蝦夷層群 との 層序関係

　 六線沢沿 い の林道に お け る観察に基づ けば， 空知

層群 最 上 部 か ら 下部蝦夷層群最下部 に か け て の 岩

相変化（水平距離に して 数 10m ）は
， 次 の とお りで あ

る．まず， 空知層群最上部は ， 緑色の薄 い 火山岩源

中〜細粒砂岩や シ ル ト岩 を挾 在 した緑色 頁 岩 か ら

構成 さ れ る． こ の 堆積物 は，上方に 向か っ て灰白色

の 極細 粒砂岩〜シ ル ト岩の 薄層や葉層 を含ん だ緑

が か っ た 黒色頁岩に 漸移す る．さらに 上 方 に 向か う

と，明 らか に 下部蝦夷層群の特徴を有 し た薄 い ター

ビ ダ イ ト砂岩 と黒 色頁岩 と の 互 層 に変化 し ， 上 方 に

粗粒化 して い く． こ うい っ た岩相変化 は，空知層群

と 下部蝦夷層群 と が 整合漸移関係 に ある こ と を暗

示 して い る．

　
一

方 ， 犬牛別川 東岸 の 道路沿 い で は，両 層群 の 境

界部付近に多 くの ス ラ ン プ層が存在す る．こ の ス ラ

ン プ帯 は ， 厚さ が数 10m あ り，
ス ラ ン プ褶 曲や ス ラ

ン プ ブ ロ ッ ク か ら構成さ れ て い る．ス ラ ン プ帯 の 中

央部付近 に は，露頭中で 3 〜40m の距離に わ た り よ

く連続 し ， 整然 と成層 し た非 ス ラ ン プ性緑色砂岩

（厚 さ約 1m ）が存在す る．こ の 砂岩 は，空知層群 中

の砂岩 に よ く類似す る．しか し，ス ラ ン プ層中の 砂

岩 は ， す べ て 下部蝦夷層群起源 の 灰 白色を 呈 し た砂

岩で あ る．ス ラ ン プ帯中の 頁岩 は ， 下部が緑 が か っ

た黒色頁岩，中 ・
上部が 通常の 黒色頁岩で ある。以

上 の とお り， 両層群の境界部に存在す る ス ラ ン プ帯

に お い て は ， 空知 層群 の 要素 と下部蝦夷層群 の 要素

とが混在 して い る．こ れ らの事実は ， 両層群が 整合

関係 に ある こ と を示す と と もに ， 空知層群の堆積か

ら 下部蝦夷 層群 の 堆積 に 移 行す る 時期 に 堆 積盆 の

一
部が何 らか の 原 因 に よ り不安 定 に な っ た こ とを

暗示 して い る．

空知層群 の 化石年代

　本地域 の 空知層群 か ら は ， 大型化石 の産出は知 ら

れ て い な い が ， チ ャ
ートユ ニ ッ トお よび火山岩源砕

屑岩 ユ ニ ッ トか ら年代 決定 に 有効 な放散 虫化 石 が

多産 す る．チ ャ
ートユ ニ ッ トお よ び火 山岩源砕屑岩

ユ ニ ッ トの 下部よ り産 出す る放散虫化石 に つ い て

は ， Kawabata（工988）に よ り若干 の 考察 が なされ て

い る．本論で は，さ ら に 下部蝦夷層群 と の 境界に 近

い 空 知層群最上部 よ り得 ら れ た 化石 資料を加 え て

年代の検討を行 っ た．化石 の 産 出地点 と層準 は ， そ

れ ぞれ Fig．2 お よび Fig．3 に 示 した．な お，放散虫

化石 の 詳 し い 記載 や 生 層序学的検討 に つ い て は ， 別

稿で論ずる予定で ある．

　チ ャ
ー トユ ニ ッ ト中の チ ャ

ート （Loc．1）か らは，

Hsuum 　 maxwelli 　 group ，　 Pseudodictyomitra

primitiva，　 Paxvicingula　 mczshitaensis ，　 P ．　 hsui，　 R

dhimenaesis，
　 Ristola　 altissima

，
　 Eucyrtidiellum

Ptyctum，　 Cin8uloturris　 carPatica ．　 SethocaPsa

horokanaiensis，　 Emiluvia　hoPsoniな どの種 が 産 出

す る． こ の 群 集 組 合 せ は
，
Baumgartner （1987）の

ZONE 　 C1 − C2 と の 共 通 性 が 高 く ，
late

Kimmeridgian〜early 　Tithonianに対比 され る．
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　 火 山岩 源砕屑岩ユ ニ ッ トの 下部 か ら中部 に か け

て の 緑色珪質頁岩 と緑色 の火山岩源 シル ト岩 （Loc．2
〜5）か ら は ，

Pseudodictyomitra 　 oα吻 麗6α，　 Archaeo−

dictyomitra　 apiala ，　 A．　 excellens ，　 Eucyrtidiellum

Pyramis，　 Minfasms　 mediodiratatzss
’
，　 Parvicingula

cosmoconica ，　 ObesacaPsula　rotunda ．　 SethocaPsa

horohanaiensis
，
　 S．　 kaminogoensis，　 S．　 Pseudo−

uterculttS，　 Acaeniotyle　 umbilicata ，　 Emiluvia

hoPsoni．　 ValluPtes／
’
aPonica ，　 V．　hoPsohaiな どの 多

様 な種構成の 群集が産 す る．これ らの種構成は ，

Baumgartner （工987）の ZONE 　D −ZONE 　E1 や紀藤

（1987）の Emiluvia 　 chica 帯 ，
　 Aita ＆ Okada

（1985 ）・Aita （1987）の Ditrabs　 sansalvadrensis

Interval　zone の構成種と よ く似て い る．こ れ らに 基

づ くと ， 火山岩源砕屑岩 ユ ニ ッ トの下部か ら中部 の

年代 は ，
late　Tithonian〜Valanginian と 考 え ら れ

る．一方，構 成 種 の う ち ValluPtss　 hoPsoniは
，

Pessagno　et　aL （1987）や Yang ＆ Pessagno（1989）
に よ る と ， 1ate　Tithonianの 短期間 の レ ン ジ（彼らの

ZQne　4，　Subzone　4　beta）を有す る と さ れ て い る種 で

あ る．こ の こ と は ，
こ の層準の年代が Iate　Tithonian

に限ら れ る 可能性 も示 して い る．

　
一

方 ， 火 山岩源砕屑岩ユ ニ ッ トの 最上部 の 緑色頁

岩お よ び緑色が か っ た黒色 頁岩 （Loc．6・7）か ら は，
Archaeodictyomitrad 　excellens

，
　 A ．　 lacn

’
mul α，　 A ，

ρ  σ，　 飽 雁 o貿ゆ oαψsα　 cf．　 capita ，　 Pseudo−

dictyomitra　 carPatica ，　 P．　 IOPtoconica，　R 麟 0 ♂α

boasii，　 SethocaPsa　 uterCtflUS
，
　 S．　 kaminogoensdS．

Thanarla　conica ，　T．加 娩 昭 ，　 LVillin
’
edelgzam

Peterschmittae，　 Acaeniotyie　 dinPhorogona，　 A ．

umbilicata ，　 lloloemptocanium　　barbui，　 H ．

geysersensisを 産 出す る．こ の 群 集 組 合 せ は ，

Baumgartner （1987）の ZONE 　 E2 の構成種 と類似

す る と と も に ， これ よ り新 しい 年代を示唆す る種を

含む．また ， 紀藤 （1987）の CecroPs　sePtemPoraims

帯か ら Archaeodictyomitra　laclimula帯に出現す る

種 と の共通性が高 い ．こ れ らの 事実 か ら，
こ の群集

組合せ は，late　Valanginian〜Barremian の 年代を

示 す と考え ら れ る．

砕屑岩の モ
ード組成 と化 学組成

　空知 層群お よ び下部蝦夷 層群 中 の 砂 岩 や凝 灰岩

の組成的相違 ・特徴 を明 らか に す る た め，砂岩 の

モ ード組成 ， 砂岩 ・凝 灰岩 の 全岩主要化学組成 ， 砕

屑性 単斜輝石 の 化学組成 を検 討 した．モ ード組成

は ， 中〜粗粒砂岩 に つ い て，ポ イ ン トカ ウ ン ト法に

従 い
， 各薄片 に つ き 500〜600点を測定 し た．全岩化

学分析は ， FeO が適定法，こ れ以外 の 主成分がプ ラ

ズマ 発光分析法に よ る．ま た，単斜輝石 の 分析 に は ，

EPMA を用 い た．

　 空知層群 中の 砂岩 と下部蝦夷層群中の砂岩 と は ，

そ の外観の相違か ら容易 に 識別で きる．モ ード組成

に お い て も両層群の砂岩は ， 明瞭 に 異 な る．空知層

群中の 砂岩 は ， 長石質ワ ッ ケ もし くは石質ワ ッ ケ で

あり， 石英 に 乏 しい （Fig．5）．石英含有量 は ，
モ ード

組成 で 5％以下で あ る．長石 と岩片 の 含有量 は ， 変化

に 富む．同層群 中 の砂岩 は ，

一
般に単斜輝石 と角閃

石 を か な り含む．こ の 両者 を合わ せ た含有量は ，

モ
ー

ド組成で 3〜15％で あ る．岩 片 の 多 くは火山岩

で ある（Fig．5）．試料に よっ て は か な りの 量の 火山

ガ ラ ス が含有 さ れ る．モ ード組成の測定に あた っ て

は，
こ れ らを火山岩岩片 に 含めた．全岩 片中の火山

岩岩片が占め る割合は ， 平均で 94％で あ る．多 くの

火山岩岩片 は，そ の 組織 か ら安 山岩質 と推定 さ れ

る．

　下部蝦夷層群中の砂岩 は ， 石質 ワ ッ ケで あ り， 空

知層群 中 の 砂岩 に比 べ て 石英に富む （Fig．5）．砂岩

の
一

部 は ， か な りの 量 の 方解石 セ メ ン トを含む。重

鉱物含有量 は ， 空知層群 の 砂岩 に 比 べ て ず っ と少 な

く，
モ ー

ド組成 で 1．5％以下で あ る．重鉱物は ， 緑れ

ん石 ， 黒雲母 単斜輝石，ザ ク ロ 石 ， ジル コ ン 等か

ら構成 さ れ る．岩片は ， チ ャ
ートが 最 も卓越 して お

り， 頁 岩 （粘板岩 を含む）と火山岩が こ れ に次 ぐ．花

こ う岩質岩の岩片もか な り含 まれ る．チ ャ
ート岩片

’

は，色々 な程度 に再結晶 して お り，空知 一
蝦夷帯 や

日高帯 に
一般 に 認 め られ る チ ャ

ート よ り再 結晶 が

進 ん で い る．

　両層群 中 の砂岩の 化学組成 もか な り明瞭 に 異 な

る．例 えば，Fig．6 に 示 した SiO，

− TFe20 、 （Fe 、03

に 換算 し た 全鉄）図 と Sio
，

− Mgo 図に 基 づ くと ， 下

部蝦夷 層群中 の砂岩 （本調査域の 試料と と もに Fig、

1 に 示 し た 千 露呂地域 の 試料 も加 えて あ る）は，空知

層群 中 の 砂 岩 に 比 べ て Sio ，　blよ り富み，　 Mgo や

TFe203 に よ り乏 しい ．こ の相違 は ，
モ ード組成 の 相

違 と も調和的で ある．また ， 空知層群中の凝灰岩の

化学組成 は ， 同層群中の砂岩の化学組成 と よ く類似

し て お り（Fig．6），安山岩質 で あ る．こ れ に対 して ，

下部蝦夷層群中の 凝 灰岩 （本調査域 に 分布す る凝灰

岩 と外 観 が よ く類似 して い る千露呂地域 の 試料 を

使用 して い る）の化学組成 は，空知 層群 中 の それ と
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Fig. 5. Q-F-R  and  V-S-P plots of  sandstone  compositions  from  the Sorachi and  Lower  Yezo

Groups in the Inushibetsu-gawa area.  Q: quartz, F: feldspar, R: rock  fragments, V: volcanic  rock

fragments, S: sedimentary  rock  fragments, P: plutonic  rock  fragments, 1: upper  part of  Sorachi

Group, 2: Lower  Yezo  Group.
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Fig. 6. Si02-TFe203 and  SiOz-MgO relations

of  sandstones  and  tuffs from  the Sorachi
and  Lower  Yezo  Groups in the Inushibetsu-

gawa  and  Chiroro areas,  TFe20s  is total iron

as  Fe203. 1: sandstone  from  the upper  part  of

the Sorachi Group  in the Inushibetsu-gawa
area,  2: sandstone  from  the Lower  Yezo
Group  in the Inushibetsu-gawa and  Chiroro

areas,  3: tuff from  the  upper  part of  the

Soraehi Group in the Inushibetsu-gawa area,

4: tuff frorn the Lower  Yezo  Group in the
Chiroro area.
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            TFe203+MgO%

Fig. 7. Tectonic discrirnination diagram for

sandstones  after  Bhatia (1983). A: eceanic

island arc,  B: continental  island arc,  C: active

continental  margin,  D: passive  margins,  solid

circles:  upper  part  of  the Sorachi Group  in

the Inushibetsu-gawa area,  open  circles:

Lower  Yezo  Group in the Inushibetsu-gawa

and  Chiroro areas.
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Mg 　　　　　　 Fg

Fig．　8．　Ca−Mg −Fe　diagram　showing 　composi −

tions　 of　clino
−
pyroxene　fragments　in　 sand −

stones 　from　the　upper 　part　of　the　Sorachi
Group．

O．02

Ti

O．01

0．1Al o．2

Fig，9．　Relation　between　Si−Al　proportion　of
clino

−
pyroxene 　fragments 　in　sandstones 　from

the　upper 　part　of　the　 Sorachi　Group ．　 The
dashed 　boundaries 　of 　alka 王i　 rock 　and

tholeiite　after 　Maruyama （1976）．

は明瞭 に 異 なり， 流紋岩質で ある．こ の事実は ， 空

知 層群 と下部蝦夷層群 の 堆積 時 に お け る 火 山活 動

の 性質 が 異な っ て い た こ と を暗示 して い る．近年，

砕屑 岩 の モ ード組成 や化学組成 を 用 い て そ れ ら の

後 背 地 の 造構場 を 推定 す る 試 み が い くつ か ある

（Dickinson ＆ Suczek，1979； Bhatia，1983；Roser

＆ Korsch，1986）．空知層群砂岩 お よび下部蝦夷層

群 砂 岩 の 化 学 分 析 値 を Bhatia（1983）の A1，0 ，／

SiO2− TFe203 　十　MgO 判別図 に プ ロ ッ ト した （Fig，

7）．こ れ に 基 づ くと，空知層群 上 部の後背地 は 大陸

性島弧か ら海洋性島弧 に ， 下部蝦夷層群の後背地 は

活動的大陸縁に な る。

　前述 した ように ， 空知層群中の 砂岩は，砕屑性粒

子 と し て の 単斜輝石 を多量 に 含 ん で い る．単斜輝石

は ， 火山岩岩片中の 斑晶 と して も存在す る．鏡下 に

お ける検討 は ， 砕屑性単斜輝石の多 くが岩片 と し て

存在す る火山岩 と同質 の 岩石 に 由来 す る こ と を暗

示 し て い る．こ れ ら 単斜輝 石 の Ca−Mg −Fe 含有量

（Fig．8）は ， これ ら が非ア ル カ リ岩 に 由来 する こ と

を示 し て い る．さ ら に ， Fe／（Mg ＋ Fe）値 （平均 0．

246）は，これ らが 玄武岩ない し安 山岩質岩に由来す

る こ と を 示 して い る．AI−Siお よび Ti−Siを用 い た

丸 山 （1976）の判別図に 基づ け ば ， 単斜輝石 は ソ レ ア

イ トの領域に プ ロ ッ トされ る（Figs．9 ・ユ0）．参考 の

た め ， 海嶺起源 と推定 さ れ る幌加 内オ フ ィ オ ラ イ ト

中 の 枕 状 溶 岩 に 含 ま れ る 単 斜 輝 石 の 分 析 値

（lshizuka，1987）を Fig．10に プ ロ ッ トした．これ ら

は ， Ti 含有量 が 高 く，砕屑性単斜輝石 と は 明瞭 に異

な っ た領域 に プ ロ ッ ト さ れ る，砕 屑性単斜輝石 の 化

学組成や火山岩岩片の 鏡下観察は ， 空知層群中の 砂

岩に 含ま れ る 火山岩岩 片 の 多 くが島弧 ソ レ ア イ ト

に 由来す る こ と を暗示 し て い る．

考 察

　調査域を構成す る岩石 の 層序的下半部 は ， 幌加 内

オ フ ィ オ ラ イ トで あ る．幌加内オ フ ィ オ ラ イ トは ，

超塩 基性岩 に 始 まり， チ ャ
ートユ ニ

ッ トに終わる整

合
一

連の地質体 と さ れ て い る（石塚 ，
1980）。今回の

調査 で は ， チ ャ
ートユ ニ ッ ト と そ の 上 ・

下位 の 岩石

と の 接触関係を野外 で 直接確認 で き な か っ た が ，次

に述べ る 理由か らチ ャ
ー

トは， 玄武岩質岩 を整合的

に 覆 い
， 空知層群上部の緑色珪質頁岩に 整合的 に 覆

わ れ る と推定 され る ：1）チ ャ
ー トユ ニ ッ トは，幌加

内オ フ ィ オ ラ イ トの 見 か け の最上部に分布 し て お

り，

一
般 的に期待さ れ る オ フ ィ オ ライ トの層序と

一

致 して い る，
2）石塚 （1980）に よ リチ ャ

ー
トと そ の 下

位 の 玄 武岩質岩 と の 整合漸 移関係 が 報 告 さ れ て い

る，3）チ ャ
ートユ ニ ッ ト と そ の 上 位 の 緑色珪質頁岩

と は構造上整合的 で あ り， チ ャ
ートユ ニ

ッ ト中に も

緑色珪質頁岩が存在す る ， 4）チ ャ
ー

トユ ニ ッ トと火

山岩源砕 屑岩 ユ ニ ッ トの 化 石年代が連続的で ある．

前述 した よ う に ， 空 知層群上部を構成す る火山岩源

砕屑岩 ユ ニ ッ トは ， 下部蝦夷層群に よ り整合 に 覆わ

れ る．以上 の諸事実か ら，本地域 に お い て は幌加内
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Fig．10．　Relation　between　A1−Ti　propQrtion

of　clino っ yroxene 　fragments　in　sandstones
from　the　upper 　part　of　the　Sorachi　Group ．

The 　 dashed　boundaries　 of 　 alkali 　 rock 　 and

tholeilte　after 　Maruyama （1976）．　Solid　cir−

cles ： upper 　part　of　the　Sorachi　Group，　open

circles ； pillow　 basalt　 in　 the 　 Horokanai
ophiolite （Ishizuka，1987）．

オ フ ィ オ ラ イ トか ら下部 蝦夷 層群 ま で が 整合に 累

重 し て い る と推定さ れ る．

　蝦夷累層群は ，
ユ ーラ シ ア ・プ レ

ー
ト東縁 の 収束

域 に形成 さ れ た 前弧海盆 堆積物 と位置 づ け ら れ て

い る（岡田，1979；Okada ，1982； 木村 ，
1985；君波 ほ

か ，1985；小松 ， 1985）．幌加 内オ フ ィ オライ トか ら

下部蝦夷層群 に か け て の 層序関係 は，空知層群上部

の 火 山岩源砕 屑岩 ユ ニ ッ トが 前弧海盆 堆積 物 の 最

下部 を構成 して お り， 幌加 内オ フ ィ オラ イ トが ト

ラ ッ プされ た海洋地殼で あ る こ と を暗示 し て い る．

空知層群上部か ら蝦夷累層群 に か けて の地層 を堆

積 し た 前弧海盆 は ，
Dickinson ＆ Seely（1979）の

“

residual 　forearc　basin”に 該当す る の だ ろ う．

　空知層群上部の 砂 岩 と下部蝦夷層群 の 砂岩 とは ，

モ ード組成や化学組成が 明瞭 に 異 な る．砂岩の モ ー

ド組成 ・化学組 成や 凝灰岩の 化学組成 ， 砕屑性単斜

輝石の化学組成等は ， 空知層群上部 の 堆積 時に堆積

盆 の 背後 で 島弧 ソ レ アイ ト質の 火成活動が 活発 で

あっ た こ と を 示 し て い る．空知層群上部 の 砂岩 中の

岩片が ほ と ん ど火 山岩類か ら構 成 さ れ て い る と

い っ た事実 は ， ほぼ火 山岩類 に よっ て 占め られ ， 空

間的広が りが 比較的限定 さ れ た 後背地 か らの 供給

を暗示 し て い る．ま た ， 粗 い 凝灰岩が存 在す る こ と

か ら ， 供給源 は堆積盆 の か な り近傍 に位 置 した と推

定 さ れ る．空知層群上 部の堆積時 と ほ ぼ同時期に ，

渡島帯東縁 に 位置す る礼文
一
樺戸帯 に お い て 島弧

ソ レ ア イ トの活動が行わ れ て い た （池 田・小松 ，
1986 ；

永 田 ほ か ，1986）．す で に ，君 波 ほ か （1985）や

Kiminami 　et　aL （1985）， 紀藤ほ か （1986）が指摘し

て い る よ う に ， 礼文
一

樺戸帯 の 火山活動 が 空知層群

上部 を構成 す る 諸岩 石 の 起源 に な っ た と考 え ら れ

る．化石年代 は ， こ の 火山活動が Tithonianに 始

ま っ た可能性 を暗示 して い る．

　 一方，下部蝦夷層群中の 砕屑岩類は，古期堆積岩

類 ， 花こ う岩類 ， 火山岩等の多様な岩石か らな る後

背地 よ り供給 さ れ て い る．こ うい っ た事実 は ， 下部

蝦 夷層群 の 供給源 が 空知層群上 部 の そ れ よ り も空

．間的 に 大 き な広が り を も っ て い た 可能性 を示 し て

い る．下部蝦夷層群砂岩の岩片構成 は ， 再結晶し た

チ ャ
ートや粘板岩，頁岩 を主 に して お り，供給源 に

付加体が 広 く存在 し た こ と を暗示 し て い る．こ う

い っ た 下 部蝦夷層群 の 後 背地 の 特徴 は，ジ ュ ラ 紀付

加 体 や花 こ う岩 類 か ら構 成 さ れ る渡 島帯 の 地質 的

特徴 と類似 し て い る．し か し ， 次の諸点は ， 渡島帯

の東縁を画 す礼文
一
樺戸帯が下部 蝦夷 層群 を構 成

す る砕屑物 の 供 給 に 重要 な役割を演 じ て い な か っ

た こ と を示 して い る ：1）礼文一樺戸帯の 西側 に主

に分布す る ジ ュ ラ系付加体か ら多 くの 砕 屑 物が 供

給 さ れ て い た可能性 が 高 い ，2）火 山岩か ら の 供給が

少 な い ，3）凝灰岩 の 化学組成が流紋岩質で あ り ， 礼

文
一樺戸帯の火山岩類の組成 と

一
致し な い 。こ れ ら

の こ とか ら， 下部蝦夷層群 の 砕屑岩類 は，礼文
一樺

戸 よ りも西方 の 渡島帯か ら 主要 に 供給 さ れ た と考

え ら れ る．ま た ， 火山活動の場 は ， 空知層群上部 の

堆積時 に 比 べ て ，よ り内陸側 に 移動 した の だ ろ う．

　 空知層群か ら下部蝦夷層群に か け て の 砕屑岩組

成 の 著 し い 変化 は，後背地 が 島弧 的な性格 か ら陸弧

的な性格 に 転換 した こ と に よ る と推定 さ れ る．化石

年代は ， こ の転換が 1ate　Valanginian〜Barremian

の間に起 きた こ とを示 して い る．

ま　　 と　　 め

　犬牛 別川地域 に 分布 す る空知 層群上 部 と 下部 蝦

夷層群の層序や化石年代，砕屑岩類の組成 を検討 し
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た 結果 ， 以下 の 点 が 明 か と な っ た。

　 1）幌加内オ フ ィ オ ラ イ トの 上部 を構 成す る 空知

層群下部 か ら火 山岩源砕屑岩を主 とす る空知層群

上部 をへ て ，ターピダイ トを主 とす る下部蝦夷層群

まで が整合に累重 する と推定 され る．

　2）空知層群上部の砕屑岩類 は ， ソ レ アイ トを主 と

す る島弧的な後 背地 よ り供給され た と考え ら れ る．

そ の 後背地 は，礼文
一
樺戸帯 で あ っ た可能性が 高

い ．

　3）下部蝦夷層群 の 主要な供給源は，渡島帯の ジ ュ

ラ系付加体や花 こ う岩類 で あ っ た と 考 え ら れ る．

　4）空知層群上部の堆積か ら下部蝦 夷層群 の 堆積

に 移行す る段階 に ， 渡島帯が広域的に 上昇し た．そ

して ， 空知層群上部 の 堆積時 に 主要 な供給源 とな っ

て い た礼文
一
樺戸帯 は，下部蝦夷層群堆積時 に は 火

山活動 が弱 まり， 砕屑物供給域 と し て の役割を基本

的に演じ な くな っ た．

　5）空知 層群上 部か ら下部螻夷層群 に か け て の 後

背地 の 変化 は ， 島弧的環境か ら陸弧的環境 へ の 変化

で あ っ た と推定 さ れ る．
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　空知一蝦夷帯に属す る犬牛別川地域 （士別市）に分布す る空 知層群お よ び下部蝦夷層群の岩

相や化石年代 ， 空知層群 と下部蝦夷層群 との層序関係 ， 両層群 の砕屑岩組成 を検討した．空知

層群下部 は，幌加内オ フ ィ オ ラ イ トの 上部 を な し，同層群上 部は，火山岩源砕屑岩 や緑色頁岩

か ら構成 さ れ る。下部蝦夷層群 は，陸源 の タ ービ ダ イ ト砂岩 よ り な る．こ の地域に お い て は ，

幌加内オ フ ィ オ ラ イ トか ら空知層群上部 をへ て ， 下部蝦夷層群 まで が整合関係で 累重 して い

る．空知層群上部の 砕屑岩類 は， ソ レ アイ トを主 とす る島弧的 な後背地 よ り供給 された．そ の

後背地 は，礼文
一樺戸帯 で あ っ た可能性が高 い 。下部螻夷層群の 主 な供給源 は，渡島帯 の ジ ュ

ラ系付加体や花こ う岩類で あっ た と推定さ れ る．空知層群上部の堆積か ら下部蝦夷層群の堆

積に移行す る段階に ， 火成弧が背後に 退 き， 渡島帯が広域 的 に 上昇 した．
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